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北杜市子ども読書活動推計画策定委員会会議録 

 

１ 会 議 名：令和６年度第１回北杜市子ども読書活動推計画策定委員会 

 

２ 開催日時：令和６年６月６日（木）午後２時～午後３時４０分 

 

３ 開催場所：金田一春彦記念図書館 SVホール 

 

４ 出 席 者（敬称略） 

（１） 委員 

河手由美香、小澤志保子、佐野隆、谷戸直子、白砂卓巳、渡部一司、鈴木伸幸、齋藤園子、 

菊見理恵、小宮山典子、津金胤寛、鷹左右紀 

（欠席委員：前田久美） 

（２） 事務局 

  教育長 清水徳生、教育部長 小澤永和 

中央図書館長 中澤徹也 中央図書館総務担当 大塚美智子、河野明美 

 

５ 会議録署名委員（敬称略） 

小澤志保子、佐野隆 

 

６ 公開・非公開の別：公開 

 

７ 傍聴人の数 ０名 

 

８ 会議内容 

１．開会 

２．委嘱状交付 

３．教育長あいさつ 

４．自己紹介 

５．役員選出（会長、副会長） 

  会長：河手由美香委員、 副会長：小澤志保子委員に決定 

６．会長あいさつ 

 ７．議事 

  （１）「北杜市子ども読書活動推進計画（第４次）」の策定経緯について 

  （２）スケジュールについて 

  （３）「北杜市子ども読書活動推進計画（第３次）」の成果と課題について 

  （４）アンケート調査について 

  （５）その他 

 ８．閉会 



2 

 

議事（１）：「北杜市子ども読書活動推進計画（第４次）」の策定経緯について 

事務局：資料１により説明。 

事務局：県、国の計画の概要について 

    「山梨県子ども読書活動計画（第 4次）」及び国の「第五次子どもの読書活動の推進に関す 

る基本的な計画の概要」を説明。 

 

●質疑応答等 

議 長：事務局の説明について、意見や質問等があればお願いしたい。 

委 員：平成１３年に国で子ども読書推進の法律が出来、国県でもこれまでに３次、4次とこの計画

を更新してきたが、その国県のレベルの計画がどのように課題を捉えて、どのように改善

されてきたか傾向を教えてほしい。 

事務局：これまでの第１次、第２次というところでの細かな傾向の把握自体はしていないが、国の概 

要書の第２の基本方針というところで、最近の傾向として、４つの項目が挙げられている。１

番目は不読率の低減。２番目に多様な子どもたちの読書機会の確保。３番目にデジタル社会に

対応した読書環境の整備。４番目に子どもの視点に立った読書活動の推進ということで、最近

の時代に反映したような内容に移ってきているのではないかというのが、第５次の国の計画

を見たところの内容となる。もちろんこれまでのアンケート調査等もする中で、子どもの読書

に親しむ割合や学校での取り組みの状況等は継続して推進を行ってきたところではあるが、

第１次第２次で何が変わって、第３次で何が変わったかということは把握しきれてない。第５

次については、今のデジタル社会に対応したものや、不読率という言葉が出てきたというとこ

ろが特徴ではないかと考えている。 

  

他、質疑なし。以上。 

 

議事（２）スケジュールについて 

事務局：資料２により説明。 

 

●質疑応答等 

議 長：事務局の説明について、意見や質問等があればお願いしたい。 

事務局：第２回に素案を作り、提示して検討していただきたいと考えているが、会議の場での提示で

はなく、事前に資料を送付し見ていただきたいと考えていることを追加したい。以上。 

 

質疑なし。以上。 

 

議事（３）「北杜市子ども読書活動推進計画（第３次）」の成果と課題について 

事務局：資料３により説明。 

●質疑応答等 

議 長：事務局より第３次の計画の成果と課題について説明があったが、この成果と課題が次の第

４次の計画の策定については非常に重要なものとなると思われる。ぜひ忌憚のない質問や意
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見をいただければ有難い。またそれぞれの立場で更に詳しく説明していただける部分もある

かと思うので、ぜひ遠慮なく意見や発言をいただければと思うがいかがか。 

委 員：２ページの一番下の部分を教えてほしい。家読の実施ということだが、小学校高学年、中学

生、高校生と年齢が上がるにつれて家族と一緒に読書をする割合が低下することは当然かと

思う。高校生が親御さんと一緒に本を読むということは少しイメージしにくいところがある

が、一番最後の文章部分に「家読の日常的な推進を行っていく必要がある。」と書いてあるが、

これはどのようなことをイメージしているのか。全般的に高校生も親と一緒に読めというよ

うな感じになるのか、もう少し効果的な推進方法をイメージしているところがあれば教えて

ほしい。 

事務局：家読は、親と一緒に同じ本を読むという定義だけではなく、別々の本を読んでもいいし、一

緒に同じ本を読んでもいい。家族一緒に読書を楽しむ時間を過ごし、読書をきっかけに家族

のコミュニケーションを豊かにしようという取り組み。小中学校でも家読の取り組みは行っ

ているが、その取り組みのほとんどは日常的ではなく、夏休みや冬休みに限定した単発的な

取り組みという状況がある。そのような状況をふまえ、ここに記載したことは、「さぁ今日は

家読だぞ」という構えた感じではなく、例えば子どもが本を読んで「これ面白かったよ。お母

さんお父さんも読んでごらんよ」というような、家族の中で本を通してコミュニケーション

が豊かになるような取り組みを日常的に推進していくことをイメージし、このような書き方

をさせていただいた。 

委 員：各家庭の子育ての仕方や教育の仕方、時間の過ごし方等、非常に個人的な領域に踏み込む 

ようで方法として難しいかと思ったが、家読の定義というか意味合いはよく分かった。 

議 長：その他、いかがか。 

委 員：１点だけ教えてほしい。５ページの図書館との共催によるイベントの開催について。これま 

での経過を見ると、令和２年からはコロナの関係で開催出来なかったということだが、実際 

令和元年まで７０回実施されているということだが、これはおはなし会というわけではなく 

て、外部の団体の方を呼んでイベントを開催していたのか。どのようなイベントを行ってい 

たのか教えてほしい。 

事務局：第３次計画の進捗状況を見るために、毎年年度末にアンケートを行ってきたが、事務局もこ 

の数の検証は現時点では出来ていない。なぜかというとその進捗状況アンケートに具体的な 

取り組みの記載がなく、回数のみの回答となっているので、具体的にこの７０回がどのよう 

な内容のイベントだったのか、内容をきちんと検証できていない状況にある。よって、そこが 

「これまでの開催状況の検証を含め」という部分になるが、７０回、７２回という数は今と比

べると相当大きな数字になっているので、過去を振り返り、どのような共催イベントを行って

いたのかをまず検証する必要がある。その上で、関係団体との連携を図っていくことが課題と

捉えている。何を行っていたのかを把握出来ているイベントは、令和２年から令和４年の１回

という数字で、これはむかわ図書館と武川児童館共催のクリスマス会。児童館、放課後児童ク

ラブ、子育て支援センター、つどいの広場という枠の中の共催イベントとして何を行っていた

のかを事務局で今後検証していきたいと思う。 

委 員：図書館によってイベントの定義が少しまちまちな部分があり、その辺を少し見直して何を行 

っていたかを把握しなくてはいけないということか。 
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事務局：はい。 

議 長：それでは次、お願いしたい。 

委 員：この成果と課題を見ていく中で、小学校低学年までに、いかに本の楽しさをわかってもらえ

るかが重要。その中でネウボラ推進課としては母子保健の部分で更に担える部分があるかと

思う。また、子どもたちが毎日通う学校の中での蔵書はかなり限られてくると思うので、その

中で自分の興味のある本を見つけるというのはなかなか難しいかなとも思う。そのようなこ

とを解消するために、例えば市内の図書館と学校の検索のシステムを連携しており、本があ

れば取り寄せることが出来る仕組みが現在あるのかどうか。また、それを行うことにより広

がる可能性があるのか。あるのであれば検討する余地があるのかというところを教えていた

だきたい。 

事務局：北杜市の図書館システムは、公共図書館と学校図書館が繋がっていて、学校図書館から北杜

市図書館の蔵書を検索し、予約することができる状態になっているが、子どもたちが自分で

読みたい本を探して、自ら予約することは出来ない状態。学校司書がシステムで検索をして

学校として団体貸出しの予約をかけ、図書館から学校に貸し出す形になっている。 

委 員：学校で受け取ることは出来るということか。 

事務局：はい。 

議 長：その他いかがか。 

委 員：高校生の段階になって非常に読書が少なくなっている。忙しいからという理由に大変申し

訳なく感じているが、この資料を見ると、８１%のお子さんが「本を読んでもらうことが好き」

と答えている。これはとても大きな数字だと思う。やはり好きと思わせることは幼少期から

ということは先ほども委員の方からあったが、非常に大きな要素だと感じている。そういう

上では読書会の実施等、コロナがあったにしてもすごくいろいろなことを行っていると思う。

にもかかわらず、やはりそれがなかなか定着していかないとなれば、多分この会議の問題点

になると思う。出所を忘れてしまったが、何かの資料で幼少期の頃の読み聞かせは、子どもの

発達にとても大きな意味があるということを読んだことがある。もちろん母親や父親が読み

聞かせるのだが、そのときにどのような方法で読み聞かせをしているか。例えばどのような

質問をして発問をしているか。その発問の仕方によっても子どもたちが、うん、うんではな

く、言葉にして答えるという技術的なものが必要だと。そうすることによって子供の語彙数

が非常に増えて、それからいわゆるその楽しさを感じて定着していくというような話だった。

今保育園の保護者の皆様にアンケートをとっていると思うが、回数とかではなく例えばその

読み聞かせをどのような方法で行っているか、読み聞かせる上で難しいと感じたことはどの

ようなことか、などの内容のアンケートを取ったことはあるか。 

事務局：そのような視点からのアンケートは、今回も含め今までに取ったことはない。 

委 員：多分保育園の先生方がこのようなことを学んでいると思うが、今後読み聞かせ方法や難   

しいと感じたことなどを調査していき、技術的な支援というものをしてあげると、子どもに

も変化が現れてくるのではいかと思う。今、子どもたちを取り巻く環境というのは、例えばテ

レビゲームであったり、スマホを使ったりという楽しいことがたくさんあり、やはり子ども

たちは楽しいものを選ぶ。しかし、その中で本当に読書の楽しさがわかると、ゲームではなく

て本を読むという子どもも出てくると思う。それが難しいので今こういう会があると思うが、
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今後もしできれば母親がどういう方法でどんな質問をして読み聞かせを行っているかという

ようなことも知ることが出来ると、今後のイベントや取り組みのブラッシュアップに繋がる

のではないかと感じた。 

議 長：今後の計画のヒントになる意見をいただいた。では次お願いしたい。 

委 員：今の委員のご意見に関連して、せっかく図書館ボランティアの委員もいらっしゃるのでお聞きし

たい。何か読み聞かせに伴って子どもに質問する際のコツ等はあるのか。図書館ボランティアの皆

さんがそのようなことをよくご存知ならば、親御さんにそのような研修をするのも一つ効果的か

と思う。 

委 員：図書館ボランティアの YOMUTOMO は、普通のボランティアとは少し違うボランティアで、自

分たちのできることをしましょうという興味のあることでボランティアが何人も集まって始めた。

読み聞かせを好きな人は読み聞かせ専門で、それ以外に金田一春彦記念図書館が出来たときには

隣に児童館があり、児童館活動もボランティアとして行っていた。その他金田一春彦記念図書館で

行われる活動に協力をしていた。つまり、自分のできること、興味のあることを行っていた。

YOMUTOMO では読み聞かせを行っているボランティアはいるが、実は私は読み聞かせを行って

いない。イベントのときは読み聞かせをするが、毎月行われている読み聞かせのボランティアには

最初から入っていない。別のボランティア活動を長い間行ってきた。そのような経緯もあり、今、

子どもたちへの質問のコツや親御さんへの研修という話が出ているが、実際私には分からないと

いうのが答え。参考にならず申し訳ない。 

議 長：図書館ボランティアにもいろいろな働き方があるので、大変具体的な良いご意見をいただけたと 

思う。他にご質問はいかがか。 

委 員：もう１点。先程の委員の質問も重要な観点だと思うが、学校の図書館から公立図書館の蔵書等の

検索をしたり、また貸出しをしたりということは、基本的には学校の司書を介さないと出来ないと

いうのが現状の様だが、これは技術的な制約があるのか、それとも図書の管理上の問題があるの

か、どちらか。将来的にはそれがもっと子どもが自由に、学校図書館から公立図書館へアクセスで

きるような拡張性があり得るのかどうか教えてほしい。 

事務局：学校図書館のパソコンには、公共図書館と同じ図書館システムが入っているが、まず台数が少な 

いという点が一つある。小規模校だと１台。少し規模が大きくても２台という状況があり、子ども 

が自由に検索できる状況ではない。休み時間になると、子どもが一気に図書館に来るので、パソコ 

ンが貸出しと返却で埋まってしまうと、なかなか休み時間に自分で自由に本の検索をするという

ことが難しくなってくるという状態もあるかと思う。今、一律で答えてしまったが、学校によっ 

ては、もしかすると２台のうち１台は、子どもが自由に使うことが出来、図書館の蔵書を検索出来

るという場合もあるかもしれない。しかし、その先の自分がこの本を読みたいから、自分で公共図

書館に予約をかけるというところまでは出来ていない状況にあるかと思う。本日、小中高の学校司

書が出席しているので、各学校の状況をお話していただけるととても有難い。 

議 長：それでは各学校の状況をとのことなので、自身の勤務校の状況について、小学校から順に説明 

をお願いしたい。 

委 員：勤務している白州小学校では、システムは２台あるが、子どもたちも休み時間はとても忙しい   

ので、なかなか貸し借り以外に自分で検索をかける時間を確保することは難しいところはある。他 

   の小学校で聞いた話では、２台あるうちの１台は子どもたちが自由に検索をかけられるように、開 
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   放して使っている小学校もある。 

議 長：続けて中学校の状況をお願いしたい。 

委 員：武川中学校には、現在図書館システム用のパソコンが１台のみの状況で、主に貸出しと返却に利

用しているため、検索専用として利用しているものはない。小学校と同じように、複数台ある学校

では、検索もできるようになっている学校もあるかと思う。 

議 長：高校の状況をお願いしたい。 

委 員：高校では検索機と貸出し機１台ずつということで、生徒が自由に検索をすることができるように

なっている。北杜市図書館と繋がっている検索機なので、北杜市内の小中学校の蔵書と、本校の蔵

書と、北杜市図書館の資料が検索できる。そこで本校に蔵書がなく、北杜市図書館に蔵書があると

分かった場合には、ながさか図書館が最寄りの図書館になっているので、そちらに行って個人で借

りるように案内している。団体貸出しもあるが、個人には貸出しせず、図書館内で閲覧する形とな

ってしまうので、個人で借りるような形をとるように促している。 

議 長：大体具体的な状況が見えたかと思うがよろしいか。何か他にご意見があればお願いしたい。 

委 員：現状がわかった。子どもの読書推進の大前提として、読書機会を可能な限り全ての子どもに保障

してあげることが大事だと思う。その点では家庭の事情云々、いろいろなことに関わらず学校の図

書館という場所が大事だなと思う。例えば今、今どきの子どもは自分でスマホを持っているので、

例えば自分のスマホで公立図書館検の蔵書を検索して図書の貸出しの予約をし、受け取りは学校

の図書館で出来るというようにすれば、学校の端末を増やす必要もなく、子どもの読書機会の提供

という点でも効果的かと思う。すぐ近くに公共図書館がある子もいればそうでない子もいる。特に

最近はバスで通学する子がすごく増えているので、公立図書館に寄る暇もなくバスで家に連れて

帰られてしまうという現状もある。そのようなことも読書機会の喪失に繋がっているような気が

するので、そういった工夫ができるのかなと思った。 

議 長：高い所から大変恐縮だが、私が以前勤務していた北杜高校は、県立のため状況が違うところもあ

り、高校生ということもあるので条件もかなり違うが、高校生は端末を全員１人１台ずつ持つの

で、その端末を使って校内の蔵書については全て検索が出来るようになっており、保護者も学校の

本を子どもを通じて借りられるようになっている。更に保護者自らもその端末から借りることが

出来るように整備を始めている。司書が１人しかいないので、業務量はかなり負担にはなってくる

が、子ども向けの図書館だよりのみならず、保護者向け、教職員向けのものも作りながら、学校の

図書館を一緒に使っていただくことで家読にも繋げることが出来る。もちろん図書館にも子ども

たちが自由に検索できる端末が１台開放されていたが、その他に業務用として図書委員や司書さ

んが使える端末もある。それは県立図書館のネットワークにも繋がっているので、そこからまた子

どもたちがリクエストをかけることも出来るようになっている。これからは電子書籍も読みたい

放題という市町村も出ているが、電子書籍のところまでもを考えていくと、またいろいろな工夫が

出来るのではないかと思う。また、県内には NPO 法人山梨子ども図書館があり、そこで読み聞か

せの技術講習等、要請すれば行っていただけるので、先程からあがっている保護者向けの読み聞か

せの技術の講習会等も、そのようなところにお願いして県と繋がる中で、市の中で豊かに対応して

いくことは可能になるのではないのかとも感じた。その他、いかがか。 

委 員：今皆さんの意見を聞きながら、確かに子どもが本に触れる機会というのはいろいろな場面で作っ

ている。学校や読み聞かせも含めて地域のボランティアも関わっており、そういう意味でよく考え
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られていると思う。読書に触れる機会はあるが、一方で子どもが好きな本を選ぶときの本の質や内

容が気になる。好きな本を読めばいいということではなく、大人の立場で、発達段階に合わせた本

をすすめる機会も必要だと思う。朝読書は「みんなでやる 毎日やる 好きな本でよい ただ読む

だけ」で始まったものだが、そこでどんな本を読んでいるのかを見ながら、お互いに「こんな本こ

うだったよ」と交換し合ったり、「それ読んでみたいね」「こういうところが良かったよ」「みんな

も読んでみたら」と言い合う機会も必要なのではないかと思う。学校現場は朝の５分１０分も貴重

な時間で、読書以外にもやらなくてはならないことはたくさんあると思うが、朝読書がだいぶ減っ

てきているように思うので、そういう観点でも子供が本に触れる機会や内容を考えていく必要が

あると思った。忙しい学校でいろいろな状況があるかと思うが、その辺りの課題を考えていきたい

と思う。 

議 長：子どもに良い本に出会う機会の公平性のみならず、質の良いものにも公平に出会えるような機会

の担保をというご意見だった。 

続けて、北杜高校は総合学科高校であり、その中に福祉ライフデザインコースがあり、その中で

専門的に保育を学んでいる子どもたちがいる。その保育の授業の中で読み聞かせの実習等もあり、 

先ほどの課題にもあった異年齢の読み聞かせ活動にそのようなものを教育課程の中の一つとして

活用していただけると、異年齢の読書活動の交流にも一助となるかと思うので、役立てていただけ

たら有難いと思う。 

成果と課題についての大事なところではあるが時間もあるので、一旦この議事については終了

してもよろしいか。 

委 員：了承。 

議 長：本日いただいた意見の他に意見があれば事務局に送っていただき、計画の策定案に生かしていた

だけると有難い。 

 

他、質疑なし。以上。 

 

議事（４）アンケート調査について 

事務局：資料４について説明。 

今年度の第４次策定を見越し、令和５年度末に保育園に通う保護者、北杜市内の小学生、中学生、

高校生を対象にアンケートを実施した。アンケート内容については事務局で検討し、過去のアンケ

ートと照らし合わせながら、新しい項目も入れて実施した。子どもたちや幼児を育てる保護者の様

子がわかる大変興味深い結果が出ているので、第４次策定に向けての参考資料として見ていただ

きたい。以上。 

 

●質疑応答等 

議 長：アンケート結果について何かあれば、事務局に寄せていただきたい。いかがか。 

委 員：高校生のアンケートについて。高校生の中には市外から通っている生徒もたくさんいることか

ら、アンケートの中に「北杜市図書館」と「市の図書館」という設問が混在していることでどの市

を指しているのか迷ってしまい、どのように回答すればいいのか混乱した生徒が多くいたように

感じた。アンケートの精度を上げるために、注釈を付けるなどの配慮が必要がと思う。 
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議 長：高校生になると、市外から通学して来る生徒の割合が多くなるので、その点について事務局で配

慮いただけると有難い。その他、いかがか。 

委 員：このアンケートで共通していることは、小学生も中学生も高校生も本は好きだということ。た   

だ Q2 で「本を読もうと思うときはどんなときですか」と聞かれたとき、「親や先生にすすめられ

たとき」と回答している割合がどの年齢も低い。「友だちにすすめられたとき」や更に「おもしろ

そうな本を見つけたときは」多くなっている。その中で、何をもって「おもしろい」とするのかを

もう少しアンケートの中で深掘りしていく必要を感じる。友だちに「これおもしろかったよ」とす

すめられれば、普段本を手に取らないような子どもたちも「読んでみようかな」という気持ちにな

るのであれば、そのような流れを作ることで、読書機会が増えるのではないかと思う。先ほどの

本の質という面から見ると、「おもしろい」の中には、大人が見れば首をかしげるようなもの

もあるかもしれないが、ただ読書の機会を増やすという観点から見ると、このようなアンケー

トが重要なのかなと思う。 

議 長：子どもが何をきっかけに本を手に取っていくのか。そこに深掘りして迫っていけるような

アンケートを引き続きお願いできればと思う。 

委 員：アンケートは結果を見るだけではなく、どのように推移しているのかという変化率を見   

ることが大事だと思う。例えば、小学生は低学年から高学年に移るに従いどの部分の数が減

ってくるのか、中学生は１年から２年、３年と経る中でどのように「好き」という数字が推移

しているか。これらの集計は大変だと思うが、今学校では１人１台端末があるので、例えばマイ

クロソフトの foms でアンケートを取ると、簡単に学年毎の集計が出せる。もう少しその段階に応

じた要因や結果が見るアンケートになると、役立つと思う。出来れば変化状況をもう少し知りた

いと思う。 

議 長：ICT を活用して DX 化していく中での変化率に着目したアンケートの集計をという指摘だっ

た。参考に取り入れてほしい。 

事務局：本日の審議会ではアンケート結果のみを提示し、最終的にまとめる際にはグラフを用いて

変化率も出す予定だった。その際には小学生、中学生、高校生というまとまりで提示すること

を考えていたが、確かに中学生という一つのまとまりではなく、１年生、２年生、３年生とい

う細かい集計をすることで、より分かりやすいデータになるかと思うので、とても参考にな

った。一つ質問をお願いしたい。今回のアンケートは、高校生と保護者は Googleフォームと

紙ベースのアンケートの２種類を用意し、どちらかで回答をお願いした。小中学校は Google

フォームでのアンケートが難しいと思い、最初から紙ベースのみのアンケートをお願いした

が、１人１台タブレットというところで、Google フォームによるアンケートという形を用い

て外部からのアンケートに答えることが可能かどうかというところをお聞きしたい。 

委 員：可能。小学校の場合は、１年生、２年生は自分で操作して回答することは難しいと思う。３

年生以上は問題ない。 

委 員：学校に関してのアンケートは、教育総務課の指導主事、指導監が頻繁に行っているので、問

い合わせてもらえると対応出来ると思う。一つ、読書を推進していく中で、国でも言っている

「デジタル社会に対応した読書環境の整備」ということが気になった。市内の小中学生も１

人１台端末を持っているので、端末から本の検索か出来るのかどうかということを、教育総

務課として学校と今後協議していかなければならないのかなと感じた。今後はデジタル図書
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も普及していくということもあるので、学校と教育委員会が協議し、中央図書館とも連携し

ていく中で、そのようなことも含めながら検討していきたいと思う。 

議 長：読書環境としてまた蔵書の管理としても、これからは電子書籍の時代になるので、市と協力

しながら環境整備に努めていけるような計画の策定が出来れば有難いと思う。 

事務局：このアンケートは、第４次の策定に際して参考になるかと思い、事務局で先行して行ったも

のなので、今後委員さんの方で追加項目として別の部分を聞いた方が策定を進める上で充実

してくるのではないかということがあればぜひ教えていただき、追加アンケートという形で

取らせていただき、準備したいと思う。 

議 長：今急にというわけにはいかないと思うので、気付いた点があれば事務局に電話、メール、 

FAX 等で問い合わせながらご意見を寄せていただき、追加アンケートがあれば協力いただけ 

ると有難い。 

  

他、質疑なし。以上。 

 

議事（５）その他 

   委員、事務局ともになし。 

 

閉会 

 


